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ＳＤＧｓ宣言書
　私たちは、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり取り組むことを宣言します。

2022

ゴール これまでの取組内容

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

高気密・高断熱住宅の推進により、家族が健康で楽しく笑顔で暮らせる家づくりを目指していく

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

住み続けられる住宅の増加、エコ住宅の推進により、人の健康と地域環境の改善を目指す

目標に関連する取組内容

2022 年12月31日までの取組目標

24時間換気による空気の入れ替え（第三種の自然吸気口）
室内の寒暖差によって起きるヒートショックの発生の抑制
のため、結露によるカビの発生などの健康被害を防ぐため
に、高性能複合ガラスサッシ（樹脂アルミ）の利用

シックハウス症候群の原因となるホルムアルデヒドの発散
量が最も少ないF☆☆☆☆等級の建材、断熱材の利用
ヒートショックの発生を防ぐため、室内の気温が温暖に保
たれる高断熱、高気密のエコ住宅の建築→サッシにはガラ
ス面積を広げて、空気よりも熱伝導率が低いアルゴンガス
を封入したより高性能サッシの利用断熱材の厚みを増やす
などの施工の工夫　　　　　　　　　　　　　　　24時間
換気をより適正に行うため、機械的に吸気と換気を行う大
一種換気システムの利用を促進する

省エネ性が担保される長期優良住宅以上の性能を持った住
宅を標準して建築を行う

ZEH（ネット・ゼロ・エネルギーハウス住宅）の促進によ
り、省エネ性を確保する　また、再生可能エネルギーであ
る太陽光発電の利用も促進する

脱炭素社会に向けて、エネルギー消費量を抑える高断熱・
高気密住宅「ZEH（ネット・ゼロ・エネルギーハウス住
宅）のモデルプランを作成し、お客様に検討していただけ
る環境を作り、ZEHの普及に努めていく

脱炭素社会に向けて、エネルギー消費量を抑える高断熱・
高気密住宅のモデルプランであるZEH（ネット・ゼロ・エ
ネルギーハウス住宅）の目標値を公表し建築を進めていく
販売促進として、適正価格での高性能住宅を提供するため
に、取引先との協議を常に行っていく
省エネ住宅性能表示制度「BELS」の最高ランクの取得の推
進

長期優良住宅を建てることで家の寿命を延ばし、「長く住
み続けられる家」の供給を行っていく　お引き渡しをした
お客様に対しては年に1度定期点検の実施

定期点検を引き続き実施する　10年以上経過したお客様に
対しても老朽化が進んでいると考えられるのでメンテンナ
ンスのハガキを送る→住み続けられる街には住み続けられ
る住宅が必須
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有限会社DAMソウショウ建築

7 人

２．建設業

氏　　　　　名

職　　　　　名 代表取締役

従業員（構成員）数

代表者　職・氏名

本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数

事業所・団体等又は
関連事業者等の名称

業　　　　　種

1 事業所

５

（記載上の注意）
　 １　「目標に関連する取組内容」は、３つ以上のゴールに関する取組を記載してください。

https://www.kaorigikoubou.co.jp/ホームページＵＲＬ

宗野　大輔

静岡県静岡市葵区瀬名川1-27-53

420-0913
所　　在　　地

 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。

１

 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。
 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。
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